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今
こ
そ
、
む
を
つ
な
ご
う
！

公
益
社
団
法
人

福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長

横
山
　
利
恵
子
、

春
の
陽
気
と
と
も
に
感
染
防
止
対
策
の
中
、
日
本
列
島

を
聖
火
が
駆
け
巡

っ
て
い
ま
す
。

【新
た
な
本
人
活
動
】

昨
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
事
業
の
中
止
や
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
会
議
や
研
修
会
が
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ

あ
る
面
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
障
が
い
の
あ
る
本
人
た

ち
の
多
く
は
、
そ
の
恩
恵
を
十
分
に
受
け
た
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
今
年
度
は
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
本
人
活
動
の

「新

た
な
活
動
」
の
元
年
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

【
マ
ス
ク
を
通
じ
て
学
ぶ
】

障
が
い
の
あ
る
人
の
中
に
は
、

マ
ス
ク
姿
の
親
や
支
援

者
に
違
和
感
を
抱
き
、
そ
の
マ
ス
ク
を
外
そ
う
と
し
た
り
、

自
ら
つ
け
る
こ
と
を
拒
む
人
も
い
ま
す
。
「感
染
防
止
の
た

め
に
」
と
説
明
し
な
が
ら

「
カ
ラ
フ
ル
な

マ
ス
ク
や
ア
ッ

プ
リ
ケ
入
り
の
マ
ス
ク
で
装
着
を
促
し
た
」
と

い
っ
た
支

援
者
の
苦
悩
を
聞
き
ま
す
３
こ
の
よ
う
な
支
援
者
の
行
為

は
、
強
制
的
で
な
く
、
本
人
の
興
味
関
心
を
引
き
出
し
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
行
為
と
も
い
え
ま
す
。

「
…
す
べ
き
だ

・
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
考
え
行
動
す
る
こ

と
は
簡
単
で
す
が
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
う
支
援
、
そ
こ

に
は
虐
待
行
為
は
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
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も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
心
を

つ
な
ぎ
あ

い
ま
し
よ
う
。

本
会
は
、
令
和
３
年
２
月
２６
日
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

す
る
要
望
書
を
福
岡
県
障
が
い
福
祉
課
長
あ
て
に
提
出
し

ま
し
た
。
（以
下
、
要
望
書
の
内
容
を
要
約
）

１
．
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
な
ど

へ
の
確
実
な
優
先
接
種
を

百
町
村

へ
改
め
て
通
知
し
て
く

だ
さ
い
〓

ま
た
、
重
度

知
的
一軍
が

ヽ
た
者

の
中
に
は
、
接
種
後

の

副
反
応
に

つ
い
て
目
ら
異
常
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な

い

人
も
多
く

い
ま
す
　
そ
の
た
め
、
身
近
な
か
か
り

つ
け
医

に
も
、
副
反
応
等

の
情
報
を
的
確

に
情
報
提
供
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま

丁

２
．
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
に
お
け
る
集
団

接
種
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

知
的
障
が
い
や
発
達
障
が
い

（自
閉
症
圏
）
の
人
が
ス

ム
ー
ズ
に
接
種
す
る
た
め
に
は
、
慣
れ
た
施
設
や
医
療
機

関
で
の
対
応
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

３
口
接
種
に
関
す
る
本
人
意
思
確
認
の
支
援

（１
）
知
的
障
が
い
児
者
に
分
か
り
や
す
く
情
報
提
供
す
る

リ
ー
フ
レ
ツ
ト
な
ど
を
作
成
し
、
広
く
周
知
し
て
く

だ
さ
い
。

（２
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
希
望
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
丁

寧
に
本
人
の
意
思
を
確
認
す
る
取
組
み
を
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

※
３
月
３
日
付
け
厚
労
省
よ
り
福
岡
県
に

「新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
予
防
接
種
に
関
す
る
合

理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
」
３
月
４
日
、
福
岡
県

よ
り
市
町
村
に
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
　
育
成
会
等
関
係
行
事
予
定

★
第
１
回
福
岡
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（知
昨
障
が
い
関
係
の
み
）

５
月
１
日

（土
）

・
総
合
開
会
式
、
陸
上
競
技
　
久
留
米
陸
上
競
技
場

・
卓
球
　
久
留
米
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ｏ
ボ
ウ
リ
ン
グ
　
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
久
留
米

５
月
９
言

（日
）

・
フ
テ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
　
博
多
の
森
補
助
競
技
場

★
第
１
回
福
岡
県
知
的
障
が
い
者
相
談
員
研
修
会

兼
　
福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
員
研
修
会

８
月
４
樹

（水
）

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

・
講
師
　
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

事
務
局
長
　
又
村
　
あ
お
い
　
氏

★
第
６０
回
九
州
地
区
育
成
会

九
州
大
会

９
月
ヶ
日

（土
）
・
５
日

（日
）
大
分
市

※
大
会
形
式
は
、
４
月
２１
日
に
決
定
し
ま
す
。

★
令
和
３
年
度
全
国
大
会

※
本
年
度
は
、
リ
モ
ー
ト
形
式
に
よ
る
開
催

★
第
４０
※
近
回
福
岡
県
大

く
役
員
会
で
ム
ム開
催
の
有
無
を
含
め
決
定

年
度
定
時
総
会

日

（火
）
１〇

一
３０
～

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
５
０
１
研
修
室

（
）令一Э

・
研
修
会
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
で
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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福
岡
県
庁
内
に

【福
岡
県
庁
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
】

設
置知

的
障
が
い
の
あ
る
方
を
会
計
年
度
任

用
職
員
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
現
在

（
４
月
）
そ
の
募
集
や
選
考

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
事
業
概
要

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

★
事
業
概
要

・
設
置
場
所

県
庁
９
階
人
事
課
内

ｏ
任
用
者
数

ス
タ
ッ
フ
（知
的
障
が
い
の
あ
る
方
）２
名

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（業
務
支
援
者
）１
名

・
従
事
業
務

文
書
等
の
封
入
、発
送
、印
刷
・コ
ピ
ー

パ
ソ
コ
ン
で
の
デ
ー
タ
ー
入
力
三
ヽ

・
運
営
開
始

令
和
３
年
６
月
～
（予
定
）

【障
が
い
者
施
設
の
工
賃
向
上
を
目
指
し
て
】

福
岡
県
で
は
令
和
３
年
度

日
本
財
団
と

の
連
携
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

「大
量
受
注
に
よ
る
安
定
的
な
収
入
の
確

保
と
適
正
価
格
に
よ
る
収
益
性
の
向
上
に

よ
り
、
工
賃
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

①
日
本
財
団
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
、
障
が

い
の
あ
る
人
向
け
受
注
業
務
の
営
業
を

専
門
と
す
る
民
間
企
業
（ヴ
ア
ル
ト
ジ
ャ

パ
ン

（株
）
）
が
、
発
注
企
業
に
対
し
て

ま
ご
こ
ろ
製
品

（サ
ー
ビ
ス

・
役
務
を

含
む
）
の
営
業
活
動
を
実
施

②
獲
得
し
た
受
注
に
つ
い
て
は
、
セ
ル
プ

セ
ン
タ
ー
福
岡
が
、
作
業
内
容

・
量
に

応
じ
て
県
内

の
障
が
い
者
施
設
に
割
り

振
り

③
ヴ
ア
ル
ト
ジ
ャ
パ
ン

（株
）
が
、
納
期
・

品
質
管
理
す
る
と
と
も
に
発
注
企
業
に

納
品

日
本
財
団
は
、
障
が
い
者
の
工
賃
向
上

を
図
る
た
め
、
ヴ
ア
ル
ト
ジ
ャ
パ
ン

（株
）

と
共
同
受
注
窓

口
が
連
携
し
た
事
業

ス

キ
ー
ム
を
全
国
展
開
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

機
関
紙

「手
を

つ
な
ぐ
」
は
、
全
国
手

を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
の
賛
助
会
員
と

し
て
年
間
購
読
を
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
い
、

月
単
位

で
は
購
入
で
き
な

い
仕
組
み
に

な

っ
て
い
ま
す
。

年
度
末
の
３
月
は
、
若

い
保
護
者
向
け

に
て
就
学
就
労

（進
路
）
な
ど
を
特
集
と

し
て
組
ま
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
例
え

ば
令
和
３
年
３
月
号
で
は
、
「障
害
年
金
の

話
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
障
害
年
金
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
保

護
者
に
は
、
大
変
興
味
深
い
内
容
で
す
。

特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
保
護
者
か
ら
「
３

月
号
を
購
入
し
た
い
」
ま
た
、
本
会
会
員

か
ら
は

「
研
修
会
で
使

い
た
い
の
で
ま
と

め
て
購
入
で
き
な
い
か
」
と

い
っ
た
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
は
毎
年
数
件

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
は
、
単
冊
購
入
は
で
き

な
い
旨
を
説
明
し
、
「年
間
購
読
」
を
勧
め

て
い
ま
す
。

（事
務
局
）

⌒
/  ヽ

ヽゴ

私
た
ち
育
成
会
の
念
願
で
あ

っ
た
福
岡

県
の
知
的
障
が
い
者
の
雇
用

「
福
岡
県
庁

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
イ
ス
」
を
令
和
３

年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
朗
報
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
未
だ
【小
さ
な

一
歩
】

に
過
ぎ
ず
、
本
会
と
し
て
県
下
の
市
町
村

や

一
般
企
業

へ
の
知
的
障
が
い
者
の
雇
用

を
よ
り
推
進
す
る
啓
発
活
動
な
ど
を
行

っ

て
い
き
ま
す
。

「
は
ぐ
く
む
」
１
１
９
号
掲
載
の
標
記
内

容
に
つ
い
て
補
足
し
て
掲
載
し
ま
す
。

Ｃ
会
員
の
有
無
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も

申
込
み
で
き
ま
す
。

Ｏ
こ
の
活
動
は
公
的
（保
健
所
）
支
援
が
開

始
さ
れ
る
ま
で
に
、
速
や
か
に
衛
生
用

品
を
家
庭
や
障
が
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に届
け
斗う
と
す
る支
援
です
。

熙癸、R
I讚 六ミ
抒
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キ
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★
Ｐ
Ｐ
Ｅ
　
　
　
　
６
着
（９
着
）

★
Ｎ
９５
マ
ス
ク

　

３
袋

（４
袋
）

※
１
袋
１０
枚
入
り

★
ゴ
ー
グ
ル
　
　
　
６
個
（９
個
）

★
手
指
消
毒
液
　
　
１
本
（１
本
）

★
衛
生
手
袋
　
　
　
１
箱
（１
箱
）

※
表
示
個
数
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
ヘ
ル
パ
ー
用
、
（
）内
の

個
数
は
事
業
所
支
援
職
員
の
ケ
ー
ス
で
す
。

※
感
染
発
生
か
ら
３
日
程
度
を
想
定
し
、
そ
の
後
は
、
公

的
機
関
等
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

※
無
償
提
供
で
す
。
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岡
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令和 3年 3月 29日 (月 )午前11時から福岡市博多区の全国信用協同組合
連合会応接室 (信用組合会館 2階 )において、福岡県信用組合協会 会長
坂本義治氏より、当育成会へ寄付金14万 5千308円が贈呈されました。
また、員曽呈式には全国信用協同連合会 福岡支店長 渡辺征弘氏、福岡
県信用組合協会 常務理事 大北泰生氏が同席されました。

皆様のご厚 1青に心より感謝申し上げます。

福岡県信用組合協会坂本義治会長 横山利恵子会長

この寄付金は、「しんくみピーターパンカード」と呼ばれる信用組合、全国信用協同組合連合会、¢莉オリエント
コーポレーションが提携しておこなっている社会貢献活動の一環で、信用組合のお客さまが「しんくみピーターパ
ンカード」でショッピングをされると、利用額の一部が信組業界の指定したチャリテイ関連団体に寄付される仕組
みです。

「永遠の少年ピーターパン」の名になぞらえて「すべての子どもたちの、輝かしい笑顔のための何かを_そんなワ
IⅢ

を形にした活動なのです。

この寄付金は、難病や障がいを持つ子どもとその家族の支援を目的として使われます。

近年我が国は、毎年のように自然災害に見舞われています二一年の内に複数回の被害も稀ではあ l,ま せん[その
度に人的支援、経済的支援が行われてきました。「共助」ともいえるボランティアや義援金活動は、被災者 |こ は大き
な支えといえます。

さて、ここでは共同募金活動のルーッや歴史などを紹介し たすけあいのこころ」の原点に触れていただき、共同
募金活動にご支援ご協力いただければと思います。尚、本会 fD l=:幸 R紙「はぐくむ」も共同募金会の配分金によ1)発行
されています。

■たすけあいのこころが共同募金のルーツ

昔、スイスの小さな村で 1人の牧師が、生活に困っている人や病人、老人を助けるために、道端の本に「与えよ、
取れよ」と書いた箱をつるしておきましたc
これをみた村人の中で、多少とも余裕のある人|よその箱の中にいくらかのお金を入れ、困っている人は箱の中か
ら必要なだけお金を取っていきましたc
この「たすけあいのこころ」が赤い羽根募金の始ま|,と 言ゎれていますこ
赤い羽根募金には、そんな優しい気持ちがつまっています。(福岡県共同募金会HPよ り転載)

■国内の共同募金運動の始まり

共同募金運動は、昭和22年 に全国一斉に始まりました。当時は戦後の混乱期であり、生活困窮者と戦災孤児の激
増など、深刻な社会的 0経済的混乱のなかにあり、民間社会福祉施設は戦災によって激減し、物価の高騰、物資の
入手難などによって、復興はおろか施設の維持さえも困難な状況となっていました。
このような状況の中、国や県などの公費を民間の社会福祉事業に使ってはならないことになり、民間社会福祉事
業は大変な財政難に陥りました。

併行して、厚生省 (現在「厚生労働省」)が提唱した、国民の“たすけあいの心"を喚起する「国民たすけあい運動」の
一環として、第 1回の共同募金が昭和22年 11月 25日 から12月 25日 までの 1カ 月を期間として実施されました。
この共同募金運動は、その時々の社会的課題に対する配分を行いながら今日まで継続して続いており、現在は、
地域の福祉活動を推進するための財源等に活用しています。
65年以上の長きにわたって、住民同士がささえあうための活動を行っている運動は他に類を見ません。

(福岡県共同募金会HPよ り転載 )
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全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

◇機関紙「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは
本会事務局にお申し込みください。

0年間購読料 l口 39900円 (送料別)

※送料は回数によって異なり、
1回 (1冊)の場合は年間240円 です。

【購読‖■:Dう ち一口当た|)50円 が災害発生時の
見舞全や支援活動資金 二充てられます】

三手をつなぐ2/3月号表紙

【次号予告】(仮題)
★ 4月 号特集
「スタートを応援する」

★今月の問題
「雇用・労働と教育 障害福社の連
携強化について」

【賛助会員会費は次の通りです】
知的障がいのある人たちが、ノーマライゼーション

の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な

運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが

必要です。

是非、ご協力をお願いします。

◆会費(個人会員)1□  2,000円 /年
◆会費(団体会員)1回  10,000円 /年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】

公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会
電話 :092-584-4374 FAX:092-584-4378

E―nlail:infO⊂lfk_ikusei.org

]∃:P l httpsi///′ fk― ikuseioOrg/

―一パターナリズム ーー

家父主義、温 1青主義と訳され、相手のためには、相手の意思に反して

でもその生活行動に干渉すべきだという考え方。

上司と部下、医師と患者、施設と利用者、親と子のような保護と支配

関係にみられる状態です。

障がい者支援においては、支援者主導で保護し、福祉サービス利用

者に対して支配的に支援が行われることがあります。

知的障がいのある人が成人すると、親権から離れ成年後見制度など

社会的支援が必要になります。この時、後見人など支援者に
鰺疱._

求められる適格性とは、本人の人格を尊重し意思を確立する
藝
)、
西L

「自己決定」が認められることだといわれています。       /¬
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